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カ
ル
コ
ン
と
い
っ
て
も
、
略
称
だ
か
ら
ご
存
知
の
方

か
少
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
正
し
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略
し
て

C
U
L
C
O
N
と
い
う
。
日
米

文
化
教
育
会
議
と
訳
さ
れ
て
い
る

C

日
米
両
国
間
の
文

化
・
教
育
面
の
学
識
経
験
者
が
隔
年
に
日
・
米
ど
ち
ら

か
を
会
場
に
集
ま
っ
て
、
両
国
間
の
文
化
教
育
交
流
の

諸
問
題
に
つ
い
て
高
度
の
、
し
か
も
き
た
ん
の
な
い
意

見
を
た
た
か
わ
す
場
で
あ
り
、
会
議
の
さ
い
は
い
ろ
い

ろ
の
分
科
会
や
小
委
貝
会
に
分
か
れ
て
具
体
的
な
討
論

が
行
わ
れ
る
か
、
第
七
回
の
カ
ル
コ
ン
会
議
で
は
、
美
術

品
を
交
流
す
る
さ
い
の
基
本
的
な
方
針
や
古
い
文
化
財

の
保
存
と
取
扱
い
に
関
す
る
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
つ

ま
り
専
門
家
に
よ
る
小
委
員
会
の
設
立
か
勧
告
さ
れ
た
。

こ
の
第
七
回
の
カ
ル
コ
ン
会
議
で
は
、
両
国
間
の
美
術

こ
の
小
委
員
会
の
な
り
た
ち

カ
ル
コ

（
奈
良
国
立
博
物
館
長
）

展
の
交
流
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
特

に
ア
メ
リ
カ
の
建
国
二
百
年
を
記
念
し
て
、
同
国
内
の

多
く
の
美
術
館
、
博
物
館
を
結
ん
で
そ
れ
ら
の
協
力
に

よ
る
世
界
名
作
展
を
日
本
に
送
ろ
う
と
す
る
計
画
が
こ

の
さ
い
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
日
本
美

術
の
大
き
な
展
観
が
何
度
も
組
織
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
の

各
地
を
巡
回
し
、
日
米
間
の
文
化
交
流
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
実
績
を
ア
メ
リ
カ
側
か
高
く
評
価
し
、
そ
の

い
わ
ば
返
礼
の
意
味
あ
い
で
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
博
物

館
。
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
合
展
を
組
織
し
よ

う
と
す
る
な
か
な
か
野
心
的
な
試
み
で
あ
っ
た
（
因
み

に
こ
の
特
別
展
は
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
館
ほ
ど
の
参
加
を

え
て
一
九
七
六
年
東
京
。
京
都
で
開
催
さ
れ

r

大
き
な

反
響
を
よ
ん
だ
。
）
。

こ
う
し
て
両
国
間
の
美
術
品
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る

に
当
た
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
美
術
品
の
保
存
。

取
扱
い
の
基
本
的
な
条
件
の
ち
が
い
か
大
き
な
問
題
と

倉

田

文

作

◎
交
流
美
術
展
に
お
け
る

美
術
品
の
ケ
ア
に
関
す
る
会
議

な
る
。
特
に
、
西
欧
の
油
彩
や
石
造
彫
刻
、
金
工
品
な

ど
に
＼
ら
べ
て
、
絹
、
紙
、
木
材
な
ど
を
主
な
素
材
と

し
、
材
質
、
形
状
な
ど
の
す
べ
て
の
面
で
長
時
間
の
展

示
に
耐
え
ぬ
も
の
の
多
い
日
本
の
美
術
品
の
場
合
は
、
そ

の
取
扱
い
、
梱
包
、
輸
送
、
展
示
、
照
明
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
特
別
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
特

に
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
湿
度
の
高
い
日
本
か
ら
、
相

対
湿
度
の
低
い
ア
メ
リ
カ
に
美
術
品
を
送
る
さ
い
に
は
、

あ
ち
ら
で
の
会
場
の
展
示
条
件
、
特
に
日
本
の
そ
れ
に

近
い
湿
度
の
維
持
が
必
須
の
条
件
に
な
る
。
温
湿
度
の

急
変
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
や
す
い
木
彫
や
漆
芸
、
屏

風
や
襖
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
場
合
は
な
お
の
こ
と
で
あ

り
、
し
か
も
東
洋
の
美
術
品
は
、
そ
の
扱
い
に
熟
練
し

た
専
門
家
の
手
を
煩
わ
さ
な
い
と
不
測
の
事
故
を
起
こ

し
や
す
い
。
一
方
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
送
ら
れ
る
美

術
品
に
し
て
も
、
同
様
に
保
存
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
る
危
険
性
を
伴
う
。

こ
の
よ
う
な
展
示
会
場
に
お
け
る
温
湿
度
調
整
や
照

明
に
さ
い
し
て
の
照
度
の
調
整
や
紫
外
線
の
防
除
な
ど

の
配
慮
は
、
国
内
に
お
い
て
も
当
然
必
要
不
可
欠
の
も

の
で
あ
っ
て
、
古
い
文
化
財
の
な
か
に
は
材
質
か
ら
し

て
移
動
す
る
こ
と
自
体
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
塑
像
そ

の
他
の
美
術
品
も
あ
り
、
ま
た
た
と
え
ば
高
野
山
の
よ

う
な
年
間
を
通
じ
て
湿
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
文
化
財

を
他
の
場
所
に
移
動
す
る
さ
い
に
は
当
然
適
切
な
温
湿

度
調
整
が
必
要
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
過
去
の
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
日
本
古
美
術
品
の
巡
回
展
な
ど
に
随
行

し
た
さ
い
は
、
特
に
冬
期
暖
房
下
の
ア
メ
リ
カ
会
場
が
、
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時
と
し
て
か
な
り
の
低
湿
度
に
な
り
う
る
こ
と
に
し
ば

し
ば
ぴ
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
会
場
内

に
加
湿
器
を
持
ち
こ
ん
だ
り
、
ま
た
温
度
を
調
整
す
る

な
ど
苦
心
を
し
た
経
験
が
あ
る
。
エ
ア
・
タ
イ
ト
に
し

て
湿
度
調
整
を
行
っ
た
日
本
か
ら
の
梱
包
を
解
く
さ
い

で
も
、
一
度
に
解
梱
す
る
こ
と
は
避
け
て
、
解
梱
場
所

の
湿
度
を
整
え
な
が
ら
、
時
間
を
十
分
に
か
け
、
時
と

し
て
は
数
日
か
か
っ
て
解
梱
す
る
例
も
珍
し
く
は
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
国
間
に
目
立
っ
た
気
象
条
件
の

ち
が
い
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
し
て
特
に
日
本
か
ら

の
展
示
品
が
い
つ
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
取
扱
い
を
必
要
と

す
る
以
上
、
こ
う
し
た
交
流
に
さ
い
し
て
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
と
ケ
ア
を
討
議
す
る
た
め
の
専
門
家
会
議
の
開
催

が
要
望
さ
れ
、
実
現
し
た
の
は
ま
こ
と
に
適
切
な
こ
と

で
あ
っ
た
。

こ
の
専
門
家
会
議
は
、
博
物
館
交
流
小
委
員
会
の
な

か
の
「
巡
回
美
術
展
に
お
け
る
美
術
品
の
ケ
ア
に
関
す

る
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
第

一
回
の
会
合
は
一
九
七
五
年
の
夏
、
ワ
シ
ン
ト
ン
(

D

C

)

の
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
美
術
品
の
ケ

ア
と
は
、
美
術
品
の
交
流
・
展
示
に
さ
い
し
て
の
保
存

科
学
的
配
慮
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
選
択
、
輸
送
梱
包
、

展
示
方
法
な
ど
の
実
際
面
ま
で
を
ひ
ろ
く
研
究
・
討
議

す
る
た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
さ
さ
か
翻
訳

し
に
く
い
。
こ
こ
で
は
ケ
ア
と
い
う
原
語
を
そ
の
ま
ま

に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の

討
議
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
は
フ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ン

⑥
美
術
品
に
及
ぽ
す
照
明
の
影
響
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
・

メ
ロ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
、
フ
ェ
ラ
ー
博

士）

⑥
交
流
展
出
品
物
梱
包
の
材
料
と
方
法
（
西
川
東
文

研
修
復
技
術
部
長
）

⑦
同
前
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ

ス

テ

ィ

ル

館

長

）

＇

⑧
交
流
展
の
歴
史
と
反
省
（
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術

館

、

リ

ー

館

長

）

＇

⑨
文
化
財
の
公
開
制
限
（
浜
田
文
化
美
術
工
芸
課
長
）

以
上
の
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
で
あ
り
、
お
互

い
に
当
面
す
る
保
存
と
活
用
の
諸
問
題
に
つ
い
て
あ
る

い
は
保
存
科
学
の
面
か
ら
、
あ
る
い
は
保
存
の
立
場
か

ら
、
ま
た
は
、
行
政
の
面
か
ら
の
問
題
点
の
指
摘
と
当

面
の
解
決
策
を
示
唆
し
た
も
の
で
、
各
報
告
に
続
い
て

の
質
疑
応
答
も
み
の
り
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
傾
聴
す

べ
き
点
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
発
表
を
そ
れ
ぞ
れ
に
裏
づ
け
と
し
て
、
九

日
の
最
終
日
に
は
い
よ
い
よ
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
最
終
報
告
案
の
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
そ
の

各
章
、
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
ご
と
に
率
直
な
意
見
表
明
が
あ

っ
て
、
か
な
り
の
修
正
の
上
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
採

択
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
最
終
報
告
案
は
、
カ
ル
コ
ン
本
会
議
に
送
ら
れ
、

そ
の
採
択
を
経
た
上
で
い
ず
れ
公
表
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
眼
点
を
若
千
こ
こ
に
ご
紹
介
し

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
報
告
案
で
特
に
印
象
的
な
の
は
、
そ
の
前
文
な

「
巡
回
美
術
展
に
お
け
る
美
術
品
の
ケ
ア
に
関
す
る
ス

タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
第
二
回
会
議
は
、
本
年
十
一

月
七
日
か
ら
九
日
の
間
、
外
務
省
六
階
の
国
際
会
議
場

．
で
開
催
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
出
席
者
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
ラ
ン

ド
・
カ
ス
テ
ィ
ル
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
長
シ
ャ

ー
マ
ン
・
リ
ー
両
氏
の
ほ
か
、
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
主
任
コ
ン
サ
ー
バ
タ
ー
の

w
.
T
・
チ
ェ
イ
ス
、
カ

ー
ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
ロ
バ

ー
ト

•
L

・
フ
ェ
ラ
ー
博
士
、
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
ジ
ョ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー
博
士
、
同
じ
く
フ
リ
ア
の
装

漬
師
杉
浦
崇
の
諸
氏
、
日
本
側
は
文
化
庁
の
吉
久
次
長
、

伊
藤
文
化
財
鑑
査
官
の
ほ
か
外
務
省
、
文
部
省
、
交
流

ら
び
に
総
論
に
お
い
て
、
い
か
な
る
交
流
展
の
組
織
に

さ
い
し
て
も
、
美
術
品
の
完
全
な
る
保
存
と
次
代
へ
の

継
承
が
、
活
用
に
先
行
す
べ
き
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
責

任
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
貴
重
な
文
化
財
が
政
治
目

的
そ
の
他
の
理
由
で
軽
々
し
く
梱
包
、
輸
送
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は

文
化
財
の
保
存
、
管
理
に
携
わ
る
関
係
者
の
良
心
の
声

を
伝
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
交
流
展
示
の
た
め
の
ス

タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
ま
ず
目
的
の
明
確
で
な
い
交

流
の
企
画
に
歯
ど
め
を
か
け
た
こ
と
は
注
目
し
て
い
い
。

こ
の
報
告
案
は
だ
い
た
い
前
文
、
第
一
章
総
論
、
第

二
章
日
本
美
術
品
の
特
質
、
第
三
章
西
欧
美
術
品
の
特

質
、
第
四
章
材
質
と
強
度
、
第
五
章
梱
包
、
輸
送
と
点

検
、
第
六
章
展
示
、
第
七
章
結
論
の
七
章
か
ら
な
り
、

そ
れ
に
こ
の
報
告
案
の
用
語
の
定
義
、
チ
ェ
ッ
ク
・
リ

ス
ト
の
見
本
、
第
一
、
二
回
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
出

席
者
リ
ス
ト
、
ビ
プ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
が
ア
ペ
ン
デ

ィ
ク
ス
と
し
て
附
属
し
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
各
章
を

通
じ
て
印
象
的
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
記
述
が
す
こ
ぶ
る

具
体
的
、
実
際
的
で
あ
る
こ
と
で
、
一
、
二
の
例
を
あ

げ
る
と
第
四
章
の
材
質
と
強
度
の
解
説
で
は
従
来
西
欧

の
美
術
館
関
係
者
の
間
の
一
典
拠
と
な
っ
て
い
た
ジ
ョ

ー
ジ
・
ス
タ
ウ
ト
の
材
質
別
強
度
表
に
、
今
回
登
石
博

士
の
日
本
美
術
の
材
質
別
強
度
表
が
加
わ
り
、
材
質
の

面
で
は
紙
、
絹
、
墨
、
顔
料
、
膠
、
漆
、
木
材
、
プ
ロ

ン
ズ
、
鉄
、
石
、
糊
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
各
種

光
線
、
乾
湿
、
湿
度
の
急
変
、
露
出
、
カ
ビ
、
虫
蝕
、

外
力
等
の
強
度
が
五
段
階
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
し
、

本
年
の
第
二
回
会
議
に
つ
い
て

館
長
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
リ
ー
館
長
を
は
じ

め
、
保
存
・
修
理
に
携
わ
る
科
学
者
・
修
理
技
術
者
（
中

に
在
米
中
の
日
本
人
修
理
技
術
者
、
装
漬
師
と
し
て
の

フ
リ
ア
の
杉
浦
、
三
日
市
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

の
阿
部
、
彫
刻
修
理
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
辻
本

の
諸
氏
も
参
加
し
て
い
る
）
、
日
本
か
ら
は
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
の
登
石
前
保
存
科
学
部
長
、
西
川
修
復
技

術
部
長
、
文
化
庁
の
鷲
塚
技
官
な
ど
、
両
国
あ
わ
せ
て

二
十
一
名
の
出
席
者
が
討
議
に
参
加
し
、
そ
の
結
果
を

基
礎
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
案
が
起
草

さ
れ
た
。
こ
の
報
告
案
は
そ
の
後
両
国
の
専
門
家
の
間

で
さ
ら
に
検
討
さ
れ
、
修
正
を
経
て
、
本
年
の
二
回
目

の
会
議
で
再
検
討
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

基
金
の
代
表
者
、
な
ら
ぴ
に
博
物
館
、
美
術
館
等
の
専

門
家
計
二

0
名
が
参
加
し
た
。
登
石
前
東
文
研
保
存
科

学
部
長
は
、
今
回
も
引
続
き
参
加
の
上
研
究
発
表
者
の

パ
ネ
ル
に
加
わ
っ
た
。

会
議
は
七
日
の
午
前
に
開
会
さ
れ
、
冒
頭
に
吉
久
文

化
庁
次
長
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
が
、
前
回
の
会
議

の
当
番
館
館
長
で
あ
り
、
加
え
て
カ
ル
コ
ン
の
文
化
財

交
流
・
保
存
の
討
議
に
さ
い
し
て
常
に
積
極
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
前
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
ハ
ロ

ル
ド
•
P

・
ス
タ
ー
ン
博
士
の
急
逝
に
対
す
る
哀
悼
の

辞
が
述
べ
ら
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
カ
ル

コ
ン
に
対
す
る
最
終
報
告
案
の
と
り
ま
と
め
の
た
め
の

討
論
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
に
密
接
な
関
連
を
も
つ
保

存
科
学
、
行
政
、
梱
包
輸
送
の
実
際
面
等
に
関
す
る
参

加
者
中
九
名
の
発
表
が
行
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

①
交
流
展
に
さ
い
し
て
の
出
品
物
の
生
物
被
害
と
そ

の
除
去
（
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ウ
ィ
ン
タ
ー

博
士
）

②
日
本
に
お
け
る
生
物
被
害
に
対
す
る
予
防
処
置
（
東

文
研
、
江
本
保
存
科
学
部
長
）

③
西
欧
美
術
品
の
特
質
と
保
存
の
要
件
（
フ
リ
ア
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
チ
ェ
イ
ス
氏
）

④
美
術
品
の
諸
種
材
質
と
そ
れ
ら
の
強
度
（
第
一
回

会
議
に
提
出
さ
れ
た
西
欧
の
材
質
強
度
に
関
す
る

ス
タ
ウ
ト
表
に
対
比
し
て
）
（
登
石
前
東
文
研
保
存

科
学
部
長
）

ま
た
、
作
品
の
種
別
と
し
て
は
染
色
、
版
画
、
板
絵
、

画
軸
、
屏
風
・
襖
、
一
木
彫
像
、
寄
木
彫
像
、
木
心
乾

漆
、
脱
活
乾
漆
、
塑
像
、
彩
色
像
、
漆
芸
、
陶
磁
器
、

刀
剣
、
鎧
、
金
工
な
ど
の
細
目
の
光
、
温
湿
度
、
虫
徽

害
等
に
対
す
る
強
度
が
一
覧
表
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
特
に
西
欧
の
関
係
者
の
よ
き
参
考
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
輸
送
、
梱
包
に
つ
い
て
も
、
こ
の
報
告
案
は

事
前
の
点
検
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
製
、
記
録
撮
影

の
励
行
、
梱
包
材
料
の
選
定
と
保
存
、
解
梱
に
さ
い
し

て
の
ア
ク
ラ
マ
タ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
（
温
湿
度
条
件
の
調

整
）
な
ど
、
き
わ
め
て
具
体
的
に
守
る
べ
き
諸
条
件
を

提
案
し
て
い
る
。
ま
た
従
来
か
ら
一
種
の
懸
案
と
な
っ

て
い
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
美
術
品
展
示
の
さ
い

の
会
場
湿
度
の
調
整
は
、
今
回
二
ニ
度
C
を
温
度
の
上

限
と
し
、
相
対
湿
度
を
六
〇
士
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る

こ
と
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
会
議
を
通
じ
て
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
両

国
の
専
門
家
を
通
じ
て
美
術
展
交
流
の
意
義
と
重
要
性

を
十
分
に
認
識
し
、
そ
の
促
進
を
提
言
し
な
が
ら
も
、

一
方
で
は
当
該
文
化
財
の
保
存
と
安
全
を
重
視
し
て
展

示
物
の
選
定
に
当
た
っ
て
の
限
界
を
明
示
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
保
存
を
あ
く
ま
で
第
一
の
要
件

と
し
て
、
そ
の
上
で
交
流
、
展
示
の
活
用
面
を
工
夫
し

よ
う
と
し
て
い
る
事
実
で
、
こ
れ
は
経
年
の
結
果
脆
弱

化
し
た
文
化
財
の
活
用
を
考
え
る
場
合
の
良
心
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
っ
て
い
い
。
三
日
間
を
通
じ
て
両
国
の

専
門
家
た
ち
が
、
腹
蔵
な
く
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
会
場
の
空
気
は
、
こ
こ
ろ
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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